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於・陽明山国立公園内 UAV飛行訓練サイト 



 



 

台北市中心から北約６ｋｍの陽明山国立公園内 



 

公務員研修所（南側）隣接の温泉施設の大駐車場 



 

研修所敷地内の木製展望台と駐車場の一部を使用 



 

駐車場の一部（４台分）を黄色テープで確保 



 

リモコンとデータリンク用のアンテナ 



 

UAV飛行訓練用の木製展望台 



航空事故現場調査用UAVの概要 

• 自主導航により飛行するUAV航行システム 

• UAVにより映像を空撮する標準手順を確立 

• UAV映像を基準面に投射する標準手順を確立 

• 事故現場の空間的な状況把握システムを開発 

 

• 本体は市販品（オーストラリアのCyberTech社製） 

• 高度は気圧高度とGPSを併用 

• ソフトはNASAからの特別ライセンス 

 

 



 



 

リチウムイオン電池方式マルチコプター（市販） 



 

基本仕様。通常の飛行時間は１５分間。 



 

カメラとデータリンク装置の装着状態 



 

フライト後はバッテリーを充電 



 

地上システムの電源はヤマハの発電機 



 

飛行前に風向風速を測定 



 

飛行コースと高度を設定 



 

地点毎のカメラの方向を設定 



 

完全自動で離着陸 



 

飛行状況（１：離陸直後） 



 

飛行状況（２：上昇中） 



 

高度８０ｍで水平飛行中 



 

少し離れると目視が困難（画面中央の黒点！） 



 

飛行状況表示画面（その１） 



 

飛行状況表示画面（その２） 



 

飛行状況表示画面（その３） 



 

着陸の理論誤差は５×８ｍだが実際には正確 



 

念のため手動操縦機もスタンバイ 



 

UAVで撮影した集合写真 



 

３Dレーザ測定器（中央の円形ミラーが高速回転） 



 

操作訓練用のダミー事故機 



 

（残念ながら画面に風景が反射して見えません）処理結果はモノクロ画像。最終的

にUAVで撮影して合成したカラー画像に重ね合わせて3D表示。 



おまけ 

左：高桑航空事故調査官、中央：垣本専務理、右：松田 
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